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研究の名称 運動器疾患外科における治療成績のデータベース作成 

研究代表機関 

 

富山大学附属病院 

 

研究責任者 

(所属・職名および氏

名) 

学術研究部医学系 整形外科・運動器病学 ・ 川口善治 

試料・情報の利用目的

及び利用方法 

この研究は富山大学臨床・疫学研究等に関する倫理審査委員会の承認お

よび研究機関の長の許可を受けて実施しています。 

 

【研究の目的・方法】 

通常臨床に於ける整形外科での治療成績などを集計解析するために患者様の

記録のデータベース化を行い、その解析から日常診療の向上を目指します。 

通常臨床に於ける患者様ののデータを過去のカルテ記録もしくは今後のカル

テ記録より抜粋してデータベース化します。データベース作成に当たって

は、各疾患の担当者を設定し、個人を直接識別できる情報は削除し、個人と

は無関係な識別番号を付与することで、各個人が特定されることのないよう

配慮します。過去 30 年間はレトロスペクティブに解析し、今後 20 年間はプ

ロスペクテイプも臨床データで集積します。 

 

 

【研究期間】 

2009 年 9 月 14 日～ 2029年 3 月 31 日 

 

【研究対象者】 

富山大学附属病院 整形外科を受診した患者様（1979 年以降） 

 

 

【研究資金、利益相反の状況】 

富山大学整形外科の講座運営費（寄附金）、 

利益相反はありません。 

 

 

【個人情報の取扱い】 

患者登録および症例報告、並びに研究の結果の公表に関しては患者の

プライバシー保護に十分配慮します。なお、患者の特定は患者識別コ

ードを用いて行うこととする。  その為に、個人情報管理者を選定

し、個人情報の管理を行います。またデータベースはデータベース管

理者にて管理されます。 

 

 

【研究結果の公表の方法】  

本研究の内容について年報作成、ホームページ、病院の掲示板等を通

じで情報公開を行います。本研究の結果の発表および出版について

は、主任研究者、共同研究者が協議して適切な学会、雑誌に発表しま
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す。 

 

【情報の他機関への提供有無】 

無 

利用する試料・情報の

項目 

 

【情報の項目】 

手術術式、術前・術後管理、術前・術後加療、画像診断、検査所見、

組織学評価その他の加療に関するもの 

 

 

 

 

 

 

 

利用を開始する予定日 

【利用を開始する予定日】 

実施許可日 

 

試料・情報の管理につ

いて責任を有する者の

氏名又は名称 

 

富山大学附属病院病院長 山本善裕 

 

 

研究対象者等の求めに

応じて、研究対象者が

識別される試料・情報

の利用又は他の研究機

関への提供を停止する

旨 

研究対象者に関する試料・情報を当該研究に用いること（他の研究機関へ

の提供も含む。）に対して、拒否をご希望される場合や研究資料（研究計

画書及び研究の方法に関する資料）を他の研究対象者等の個人情報及び知

的財産権の保護等に支障がない範囲で入手・閲覧を希望される場合は、以

下の窓口へご連絡ください。 

 

電話 076-434-7353  

FAX  076-434-5035 

E-mail seikei@med.u-toyama.ac.jp 

担当者所属・氏名  整形外科・運動器病学 箭原康人 

 


